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中形電子計算機こHITAC 8250システムの

機名臣の強イヒ･向上
Enhanced Functions and Feature of HITAC 8250 System

HITAC 8250システムは,昭和48年3月1号機を出荷して以来,ユーザーのニー

ズにこたえて各種性能,及び機能の強化を図ってきた｡

本稿は,そのうち,(1)ファイルの高速大容量化によるシステム性能の向上,(2)オ

ンライン,データ ベース,ネットワⅦク,新しいインプットなどシステムの多様化

に適合するハードウェア,ソフトウェアの充実,(3)′ト規模ユーザーにも適合できる経

済的構成の実現,(4)プログラミング コストの低減を目的とした簡易言語及び各種アプ

リケーション パッケージの充実,更に,(5)最近発表された_L位機種であるHITAC

Mシリーズへの互換性の強化について述べる｡

tl 緒 言

HITAC 8250システムは,HITAC 8210システムの後継機

として昭和47年7月に発表以来,ユ【ザーの多大な好評を得

ることができ,現在までに多数の受注を達成している｡この

間,ユーザーのニーズにこたえるため,各種の機能強化及び

性能強化を実施してきた｡

本稿は,これらの強化内容を通じて,HITAC 8250システ

ムのイ変位性について述べる｡

同 機能強化の概要

HITAC 8250システム(図りは中形コンビュ”タ システム

に属し,下位機種にHITAC 8150,上位機種としてHITAC

8350及びHITAC Mシリーズ(以‾F,Mシリーズと略す)?M-

160ⅠⅠが開発されている｡システムのレンタル価格範囲は,約

150万円/月～500万円/月である｡ハードウェアの概略仕様及

びソフトウェア構成は,それぞれ表l,図2に示すとおりで

ある｡

主な機能強化は,昭和48年12月と同50年7月の2回にわた
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図
IHITAC 8250システム 高速大容量ディスク装置100MB(メガバイ

ト)×4スピンドルを接続Lた中規模構成を示す｡
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って実施されているが,その主な点をユーザー ニーズに従っ

て分類したものを図3に示す｡これらの機能及び性能の強化

は,他メーカⅥの同クラス機種に比べ,HITAC 8250システ

ムを非常に優位に立たせている｡

B 高速大容量ディスク サポートによるシステム

性能の向上

HITAC 8250システムでは,従来H-8578形ディスク駆動装

置により最大240MB(メガ バイト)までの記憶容量をサポー

ト していたが,オンライン システムにおけるレスポンス タ

イムの改善,ユーザー ファイルの大容量化など,システムの

大規模化への要言引二こたえるため,H-8589形ディスク駆動装

置を接続し,最大800MBの記憶容量をサポートした｡接続方

式としては,ディスク制御部分を処理装置に内蔵する方式を

とり,低価格化と設置スペースの縮ノトを実現した｡

H-8589形ディスク駆動装置のサポートによる効果として,

(1)ディスク ファイルを最大800MBまで拡張できる｡

(2)ファイルに要するコストを従来の÷以下にできる｡

(3)アクセス タイムが従来の約÷となり,ソート マージ処

理,オンライン業務処玉里,データ ベース処理などの高速化が

実胡▲できる｡

(4)ディスク制御部(ディスク チャネル)は,ディスクの読出

し/書き込みエラーに対して自動回復機能を待つため,システ

ムの信相性が飛躍的にド‾f+.卜する｡

などが期待できる｡

田 データ ベースへの対応

データ ベースとは統合化されたデータの集合体である｡例

えば,受注管理用に受注ファイル,生産管理用に生産ファイ

ル,在庫管理用に在庫ファイルというように,関連性のある

ファイルがそれぞれ独立に専用ファイルとなっている場/合に

は,ある顧客の･受注内容の変更が生ずると,それらのすべて

のファイルを同時に､かつ迅速に変更することが困難であり,

ある時点でのデータの精度,信頼性に問題を生ずる｡こう し

た問題は,各サブシステムのファイルをネットワークで統合

事

日立製作所神奈川工場
=

日立製作所ソフトウェア工場
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表I HITAC8250ハードウェア概略仕様 ハードウェアの概略仕様と主な機能強化を示す｡ で

示Lたものが機能強化Lた部分である｡

装 置 仕 様

処 理 装 置

主記憶容量32KB～384KB,サブチャネル16～ 64

ディスクチャネル 3種 312KB′･′s用 806KB.′/s用

コミュニケーションチャネル 4～ 32回線

データ転送能力 2.4M臥′s

デ ィ ス ク 駆 動 装 置 15MBX4台,30MBx8台100MBx8台

磁 気 テ ー プ 装 置 1β00BPI40KB.′′s,800･√′1,600BPI80.′′■120.′ノ240KB′′■s

カ ー

ド 読 取 機 1,000枚′′分 マーク 765枚･′′分,1,600枚′′′分

カ ー

ド せ ん 孔 機 1e;0けた/秒

カ ー ド 印 刷 せ ん 孔 療 せん孔1¢0けたノ/秒,印字 240行′′`分

紙 テ
ー プ 装 置 読取 500字/･′秒,せん孔110阜′秒

ラ イ ン プ リ ン タ
625～1,250行.･･′分 47～110文字種

430～1,000行.′′ノ分 44～110文字種

マ
ー

ク シ ー

ト 読 取 機 100枚/分 A4～はがき大

光 学 文 字 読 取 磯
430～1,200枚//分 N-2活字

400枚/分,OCR-Aノ′B,手書き英字･数字･記号

デ､一 夕 エ ント リ ー シ ス テ ム カード約2,000枚今の記録′/枚,切替により通信回線に接続可

X
-

Y プ ロ ッ タ 300stepノ′sドラム式,フラット ベッド式,400s!叩/sドラム式

端

末

装

置

ビデオデータ ターミナル
1,000字/画面,1,200′′2,400BPS(特定回線)

1,920字/画面,2月00/′4,800BPS(特定),1,200日PS(公衆),5～10K即s(MPX)

複合端末 ラインプリンタ,マークカード,マークシート,紙テープ,キーセット,キーボードプリンタ

データエージェント トークンカード,マークカード,10キー

プリンタ 20字/秒,165字′′一砂

データエントリーシステム フロッピーデイス久プリンタ100字/`秒

インテリジェント端末 フロッピwディスク,プリン久カセット,紙チーズマグレジャ礫構

そ の 他 ミニコンビュータ(H-101Ⅰノ′′20),大形コンピュータ(8700′/8800′/M-椅0′/M山170)凄絶

N D O S

管 理 プ ロ グ ラ ム

スーパーパイザ,データ管理,ジョブ管理

通信管理(BCAM),スプール制御,システムゼネレータ

言語 プ ロ セ ッ サ

アセンブラ

COBOJ

FORTRAN

拡張FORTRAN

RPG

拡張RPG

P+′/Ⅰ

サ
ー

ビ ス プ ロ グ ラ ム

リンケージエディタ

拡張リンケージ羊デイタ

ソート マージ

ライブラリイ保守

ファイル保守

デバッグ支援

障害記章曇支援

エ ミ ュ レ ー

タ

HITAC 8210

エミュレータ

Ⅰ日M360･′ノ20

エミュレーク

ア プリ ケ ー

シ ョ ン パ ッ ケ ー

ジ

オンライン用パッケージ

オンラインコントロール汎用パッケージ

TMS-1(
coBOLサポート )

TMS一柑(級行業務向け)

ビデオ画面制御パッケージMAP/941ら

リモート バッチ処理RMT

リモートパッチ端末処理RESP

データベース用パッケージ

PDM
,SIMBOL,

SCOF氾

簡易言語

数値計算

統計計算

HELP

MSL,MSLll

HSAP,SPL

予算シミュレータ GPFS

一
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部品管理 BMP,

数値制御 HAPT

図形処理

PSR

70ロジェクト管理 PCMS

X-Yプロッタルーチン

生産情報管‡里 HPP
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図2 H=‾AC 8250ソフ

トウエア構成 ソフトウ

エアの概略構成と主な機能強

化内容を示す｡ で示す

ものが機能強イヒした部分であ

る｡
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システム性能の
向上

拡張性の強化 --■･････-

多様化への適応 ■■

言芸子芸諾･-

インプットの改拳■■■■■

経済的構成 -

信頼性の軋上一

上位機種への移 _.

行性強イヒ

高速大容量ディスクの接続

ラウンドロビン方式によるマルチ処理の効率向上

最大メモIj容量,通信回線能力の拡張

拡張ランゲージの提供

多種端末接続による多様なオンラインシステム

構成の実現

大形コンピュータ/ミニコンピュータとの接続による

ネットワークシステムの実現

フロツピ｢ディスクを採用した新Lいデータ

エントリーシステムの実現

デ⊥タベースシステムに対応Lたツールの提供

簡易言語の提供

オンラインコントロール′くッケージの機能強化

各種アプリケーションパッケージ追加提供

ターンアラウンド帳票用人出力装置の接続

データ発生現場からの直接入力方式のサポート

マルチプレクサチャネルに直結したビデオ端末による
構内オンラインシステムの実現

マルチプレクサチャネルにフかソピーディスクを直結

高速･大容量ディスクの自動エラー国復赦能

入出力装置の時間監視によるハングアップ防止

Mシリーズヘの互換性の強化

図3 川TAC8250システムの機能強化内容 ユーザーのニーズに対

応Lた機能強化の内容を示す｡

得意先管理

サブシステム

設計 管理

サブシステム

l
生 産 管 理

サブシステム
ヽ ′

データ ベース

在庫 管 理

サブシステム

売上管理

サブシステム

l
発 注 管 理

サフーシステム

/
図4 テゴーク ーヾ-ス システム ネットワーク構造のデータ ベースを

各サ‾7システム間で共有することにより,データの重複をなく し,データ相互

間の矛盾の発生を防止することができる｡

したデータの集合体,すなわちデータ ベースを作成すること

により解決できる(図4)｡

このようなデータ ベース作成用のツールとして,HITAC

8250システムでは,中形システムに最適な汎用データ マネー

ジメント システムPracticalData Manager(以下,PDM

中形電子計算機H什AC8250システムの機能の強化･向上 651

と略す)をj溢供Lた｡

PDMの特長は,

(1)パラメータ作成によりネットワーク構造のフ7イルが容

易に作成できる｡

(2)デーータをユーザーーープログラムから分絶しているので,デ】

タの修j上､追加及び拡張が谷易である｡

(3)デーータの重預がなく,リソースの使用効率を高める(〕

(4)高度なランダマイジング手法によりデータを編成するた

め,デーーータ ベースのアクセス時間が短縮される｡

(5)後述するTMS-1と結介することにより,オンライン

デ【タ ベース システムを容易に実現できる｡

(6)プログラム言語として,COBOL,PL/Ⅰ,アセンブラ

を綾川できる｡

などである｡

■l オンライン システムの機能強化

従来,オンライン システムというと,システム建設工数期

間が問題とな1),敬遠されがちであった｡

HITAC 8250システムでは,ユーザrの負抑を軽i成するた

めのハードウェア,ソフトウェア バッケ【ジを準備し,問い

†ナわせ処f堅からネ､ソトワーク処理までの多様な用途のオンラ

イン システムを容易に実現七†能とした｡

5.1拡張性の強イヒ

ユーザーが一つの業務でもオンライン化を実現すると,ター

ン アラウンド帖間の午(硝岩やデwタ精度の向_L二が評価され,現

場部門から次々と各1睦業務のオンライン化の要望が出される

ため,オンライン システムの規模はますます大きくなる｡ニ

のようなユーーサー ニrズに対応するため,HITAC
8250シス

テムでは,次のように機能の拡弓良を図った(図5)｡)

(1)般大主記憶容量を128KIi(キロバイト)から384KBへ拡大

Lた｡

(2)通イ言回線収谷能プJを16回線から32回線に拡人した｡

(3)公衆過信1!二】J線の接続をサボ【卜した｡

(4)マルチ プレクサに直結する端末装置を最大32≠ほでサポー

ト した｡

(5)H-9415ビデオ データ システム,H-85インチリンェント

端末,H-1740データ エントリー システムなど芥椎端末をサ

ボr卜した｡

5.2 低価格構内オンライン システムの実現

現在までに･安子主したオンライン システムのうち,約40%が

構【勺オンライン システムである｡このことが示すように,生

産管理システム,販売在庫管理システムなどは,まず工場内,

又は営業所内だけの′ト規模な構内オンライン システムから段

ド皆的に導入されることが多い｡

HITAC 8250システムでは,このようなニー-ズに低価格で

対】芯できるように,マルチ プレクサ チャネルに直結できる

ローカル形H-9415ビデオデーータ端末システム(VD S)を開発

した(図6)｡

この特長として,

(1)従来のコミュニケrション チャネル(CCH)や通イ言制御

装置(CCM)を必要とせず,他の人出力装置と同様にマルチ

プレクサ チャネル(MPX)に直結できるため,低価格化か実

現できる｡

(2)ビデオ デMタ端末装置(VDT)までのケ椚ブルほ1本の

同軸ケーブルで酉己線工事が容易であり,最大600mまで延長可

能である｡

(3)H-9415VDTのもつ,画■血__1二のフィールド保護機能,数
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図5 HITAC8258オンラインシステム構成例 ビデオデータ端末(MPX直結,特定回線,公衆回線),

インテリジェント端末(公衆回線)を利用したオンライン システム例である｡

′子:のライト シフト機能,桁数チェック機能などを利用し,デー

タの誤入力防止が可能である｡

(4)後述するTMS-1,MAP/9415などのソフトウェア パッ

ケージを利用しできるため,システム建設が容易である｡

などが挙げられる｡

5.3 コンピュータ ネットワーク システムへの対応

コンピュータの利用が進んでいる企業では,本社,営業所,

工場などにその場所に応じて,大形コンピュータからミニ コ

ンピュータまで,複数のコンピュータが導入されている場合

が多い｡この場合,コンピュータ間を通信回線を介して接続

し,相互に情報を‾交換し,業務処理負荷の平準化を図り,処

理の高速化ができれば非ノ削二効率が良い｡

このような目的を容易に実現するため,HITAC 8250シス

抑稚

ーーーーーーーーーー■■-l■･■■

濫腎

図6 H-94t5ビデオ データ端末装置 画面上のフィード制御機能に

よりデータの誤入力防止を可能とし,優れたマン マシン インタフェースをも

つビデオ端末である｡

4さ;

テムでは,リモート バッチ端末処理70ログラム(RE S P:

Remote Batch Station Program)及びリモート バッチ処理

プログラム(RMT:RemoteI王atch Program)を提供した

(図7)｡

(1)RESPは,大形コンピュータHITAC 8700/朗00,M-

160ⅠⅠ/170/180を親コンピュータとし,HITAC8250を子コン

ピュータとし,子では処理時間が長くかかるジョブ(仕事)や

プログラムの大きいジョブを子コンピュータから入力して,

遠隔地の親コンピュータで高速処理して結果を迅速に出力で

きるようにした汎用プログラムである｡

(2)RMTは,更にミニコンピュータHITAC20/10ⅠⅠを孫コ

ンピュータとし,孫コンピュータからのジョブをHITAC 8250

で処理し,結果を孫コンピュータに伝送する機能をもった汎

用プログラムである｡

(3)RMT及びRESPを組み合わせて使用することにより

孫コンピュータから入力したジョブをHITAC 8250システム

で中継し,親コンピュータに渡し,親コンピュータからの処

三哩結果を孫コンピュータに伝送することも可能である｡

5.4 オンライン サポート プログラムパッケージの機能強化

(1)オンライン コントロール汎用パッケージ(TMS-1:
Transaction Management System-1)

TMS-1は,従来,オンライン システムの建設を困難に

していた,(a)回線及び端末のf別御,(b)トランザクションのキ

ューイング及びバッファリング,(C)ジャーナル+取得と障害回

復処】聖,などの複雑な処理をユーザー プログラムに代わって

実行する70ログラム パッケージである(図8)｡

機能強化の主な内容は,

(a)業務処理プログラム用言語として,バッチ処理プログ

ラムと同様にCOBOLの使用を可能とした｡

(b)PDMと組み合わせて,オンライン データ ベース シ

ステムを可能にした｡
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図了 コンピュータ ネットワーク システム例

ト バッチ端末処理を同時に処‡里することが可能である｡
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2.----リモートパッチ端末処理の流れJ〕

･-･-リモートバッチ処理の流れ ②

･-‥-メッセージ交換処王里の流れ ③

リアル タイム処理,リモート バッチ処理,りモー

(C)バッチ処理によって作成したメッセージ ファイルから

遠隔地の端末装置にメッセージを配信するために使用され

るBMPP(Batch Message Processing Program)の利

用を可能とした｡

(d)公衆回線の制御をサポートした｡

(e)処理能力,レスポンス タイム,障害｢那如二厳しい条件

を要求される銀行オンライン システム用としてTMS-1B

(TMS-1for Banking)を提供したなどである｡

(2)画面制御プログラム パッケージMAP/9415(Mapping

Aid Package/9415)

従来,ビデオ データ端末装‾i茸を仙川する場合,オペレータ

の操作性向上や誤入力を防止するため,.画面上の物王里的表示

位置,キー イン エリアを制御する中央装置側のプログラム

が校維となり,多大の開発二L数を必要とした｡HITAC 8250

システムでは,このようなユ”サーの1jH発工数を軽†成するた

め,H-9415ビデオ データ端末装置用の画面制御プログラム

バッケ山ジとして,MAP/9415を手足供した｡ユーーザ【は,M

AP/9415を利用することにより,端末袋帯トl√l有の午勿即的担j面

フォーマットを意識する必要がなく,ロジカルな方法でデー

タを授′受することができる｡

匹l インプット システムの改善

コンピュータを三尊入し,機械化を進めるほどインプ･:

タ量が増加するため,ユーザーにとって,インプット

ト テ､Ⅶ

システ

ムをいかに効率的にするかが重要な課題である｡

HITAC 8250システムでは,人力システムにおける問題山

を解決するため図9に示す対策を行なった｡

また,HITAC 8250システム サポートで特徴的な機能とし

て,

(1)遠隔地のH-1741【2データ ステⅦション(図10)から1日

分のデータを公衆回線を利用Lて一括してHITAC 8250処理

装置に直接読み込ませることができる｡

(2)処理装置のマルチ プレクサ チャネルにH-1741-2データ

ステーションを直結できるため,バッチ処理プログラムでデー
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タを読み込むことが■叶能である｡また,マルチ プレクサ チ

ャネルに直結したデータ ステーションは,切替機能により処

理装置直結状態,オフライン状態及び過信1fl】線への接続状態

として利用でき,多様な運用が叫‾能である｡
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注:トコ〕ビデオからのデータの入力
②入力/出力データのジャール取得

③ビデオ画面データの編集

④データ乍-スの更新

(9入力/出力データのキューイング
⑥ビデオヘのデータの出力
⑦′くッチメッセージの出力

図8 オンライン サポート
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2.BCAM=通信管理

TMS-1=オンラインコントロールプログラム

MPP=メッセージ処理プログラム

BMPP=パッチメッセージ処理プログラム

PDM=データベース用パッケージ

MAP/g415=画面制御′くッケージ

ソフトウェアの構成 オンライン コ

ントロール汎用パッケージTMS-1とデータ ベース用パッケージPDMを組み合

わせることにより,リアル タイムにデータ ベースをアクセスすることができ

る｡
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インプ1朋用が一芸冨芸芸芸芸竺なし､｡高い｡

イげバデータ→言三三警告悪霊芸諾の誤りが多い｡

コンピュータヘ入
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が長い｡

インプットの効率

がわるい｡ ■◆

リアル タイムによる

直接入力

一括データ伝送による
入力

ターンアラウンドシ

ステムが可能な帳票

騒告が大きい｡■◆静かなオペレ”タ環境
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ト
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フロッピーディスクを

採用したH-1740

データエントリーシステム

H-9415

ビデオ データ

端末システム

H-8285

カード印刷

せん孔棟

H-8257

光学文字読取機

(手書文字)

図9 H什AC8250のインプット システムの改善 従来のインプッ

ト システムの問題点に対するHITAC8250における改善策を示す｡

呵 プログラミングの省力化

HITAC 8250システムでは,プログラマの少ないユーザー

に容易に導入できるように,簡易言語及び各種のアプリケー

ション パッケージを追加提供した｡主なものは,

(1)素人がすぐ使用できるパラメータ形式の簡易言語HELP

(HitachiEffective Libraryfor Programmi｡g)

(2)デバッグ機能,テーブル配列処理機能を強化した拡張RPG

(3)データ ベース用COI∋OLソース プログラム ゼネレータ

SCORE(Select Copy and Report)

(4)データ ベース思想を取り入れた標準生産情報管理システ

ム パッケージHPP(HitachiProduction ControIPr｡し

cessor)

(5)病院事務のオンライン化を短期間で実現する医療事務標

準システム パッケージHIHOPS(HitachiHospitalSys【

tem)

(6)pDMを使用したデータ ベースに,トリー構造を与えデ】

タ検索,加工を容易にした部品表管理用サブルーチンPSR

軒L亀∴

図10 H-t740データ エントリーシステム オフィス向きの静かな

インプット システムで,オペレータ ガイダンス機能や数字以外の入力防止機

能などの各種チェック機能により,精度の高い入力データが作成できる｡
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図IIMシリーズへの移行性 H】TAC8250システムにおけるユーザー

プログラム及びデータ
ファイルは,そのままMシリーズで使用できる｡

(Parts Structure Retrieval)

などである｡

8 Mシリーズへの互換性の強化

HITAC 8250システムのハ”ドゥェア及びソフトウェアは,

ユーザーかご将来上位機純であるMシリーーズへ格イーfすることを

忍従し,Mシリ【ズとの互検件を十分に考慮Lながら機能の

強化を実施Lた⊂.打操作の主な内谷は,図11のとおりであり,

HITAC8250システムにおけるユーザー プログラム,ジョブ

‾制御ステートメント,磁1(テープ フ7>イル及びH-8589形デ

ィスク フ7イルは,そのままMシリーズで他用できるように

してあるり

臣】 結 言

以_L述べたように,発表当初よr)好評を得てきたHITAC

8250システムを更に発展させるため,ユーザーの多大の御支

援を得て,大形コンピュータ並みの機能の強化と,低価格化,

省力化を図るハードウェア及び各種のアプリケーション パッ

ケージの提供を実施した｡今後ともユーザーの要望を積極的

に採り入れ,機能の強化と改良を続けてゆく考えである｡

終わりに,本機能の強化に当たり御指導,御協力をいただ

いたユーザー各位及び関係各位に対し深謝の意を表わす次第

である｡




